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熊本市政令指定都市

移行　 周年10





そして未来へ、ともに
　熊本市は令和４年４月１日、政令指定都市移行１０周年を迎えました。
　本市は、明治２２年、人口約４万３千人の都市として誕生して以来、１３０年を超える歴史の中で、
戦災や水害など幾多の苦難を克服し、先人たちのたゆまぬ努力により、現在の豊かな自然と歴
史文化、都市機能が調和した、魅力と活力あるまちが築かれてまいりました。
　近年は、平成３年の北部町、河内町、飽田町、天明町、平成２０年の富合町、平成２２年の城南町、
植木町との合併を経て、人口７３万を擁する都市となり、平成２４年４月、悲願であった政令指定
都市へ移行しました。
　この１０年を振り返りますと、平成２４年７月九州北部豪雨や平成２８年熊本地震など、度重な
る災害に見舞われました。厳しい経験でしたが、国内外からの温かいご支援と、市民の皆様の
懸命な努力により、復旧・復興への歩みを着実に進めてまいりました。
　また、拡充された権限や財源を活用し、区役所を中心とした住民サービスの向上や、自主自
立のまちづくりを進め、熊本城ホールや花畑広場、熊本駅前広場の整備など、大都市にふさわし
い都市基盤の整備も進みました。
　そして今、新型コロナウイルス感染症のまん延に加え、国際情勢の不安定化など、社会経済
情勢が目まぐるしく変化する中、人口減少社会や少子高齢化、地球温暖化への対応など、持続
可能な社会の実現に向けた地域課題への対応も求められています。
　政令指定都市移行１０周年を契機とし、まちづくりの基本理念である「地域主義」を更に徹底し、
市民の皆様とともに様々な地域課題の解決を図っていくことで、市民が住み続けたい、だれも
が住んでみたくなる、訪れたくなるまち、「上質な生活都市」を実現し、次の世代に引き継いで
まいります。


